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発 行 所

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸

将
）
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
」
の
急
速
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

新
型
肺
炎
関
連

新型コロナウィルスの感染拡大を受け、４月の方面内各種催事を中止

実施日 行事名 問い合わせ先 開催状況

４月４日（土）

伊丹駐屯地創立
60周年記念日行事

伊丹駐屯地広報室
072－782－0001

中 止

米子駐屯地
春の一般開放

米子駐屯地広報室
0859-29-2161

中 止

４月４日（土）～
５日（日）

海田市駐屯地
桜まつり

海田市駐屯地広報室
082-822-3101

中 止

宇治駐屯地
桜まつり

宇治駐屯地広報室
0774-31-8121

中 止

４月５日（日）

金沢駐屯地
桜まつり

金沢駐屯地広報室
076-241-2171

中 止

春日井駐屯地
桜まつり

春日井駐屯地広報室
0568-81-7183

中 止

４月12日（日）
久居駐屯地開設
68周年記念行事

久居駐屯地広報室
059-255-3133

中 止

４月19日（日）

信太山駐屯地
63周年記念行事

信太山駐屯地広報室
0725-41-0090

中 止

善通寺駐屯地
記念行事

善通寺駐屯地
司令職務室
0877-62-2311

延 期
（6月14日）

４月25日（土）
大津駐屯地
記念行事

大津駐屯地広報室
077-523-0034

中 止

令 和 ２ 年 度 募 集 案 内
種 目 受付期間 試験期日 合格発表

一 般 曹 候 補 生

3月1日～5月15日
１次： 5月23日
２次： 6月24日～29日

（いずれか１日）

１次： 6月 5日
最終： 7月22日

7月1日～9月10日
１次： 9月18日～20日
２次：10月 9日～14日

（いずれか１日）

１次：10月 2日
最終：11月 6日

自衛官候補生
男子 年間を通じて行って

おります。
受付時にお知らせします。

試験時にお知らせし
ます。女子

※その他、詳細については、各採用案内
又は自衛隊地方協力本部で確認下さい。

来
賓
や
部
外
者
が
参
加
す
る
行
事
の

中
止
や
延
期
を
３
月
に
引
き
続
き
決

定
し
た
。

今
後
の
行
事
等
の
開
催
は
、
各

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
問
い
合
わ
せ
先

へ
確
認
く
だ
さ
い
。

中部方面隊 公式 Instagram

開設しました！
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
写
真
を
配
信
予
定
！

各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ー
お
待
ち
し
て
ま
す
！



（２）２０２０年３月３１日発刊号 中部方面隊広報紙

高機動車を卸下するＣＨ－４７

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸

将
）
は
、
３
月
３
日
（
火
）
か
ら

６
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ

原
・
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
方
面
隊
航
空
科
合
同

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
中
部
方
面
航
空
隊

長
（
藤
田
１
佐
）
を
担
任
官
と
し
、

方
面
隊
管
内
航
空
科
部
隊
の
人
員

約
５
１
０
名
、
航
空
機
約
20
機
、

車
両
約
１
１
０
両
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は
、
航

空
科
部
隊
と
し
て
必
要
な
協
同
作

戦
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
各
種
競
技
会
を
通
じ
て
特

技
・
戦
技
の
技
量
を
向
上
さ
せ
た
。

令
和
元
年
度
方
面
隊
航
空
科
合
同
訓
練

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、

３
月
４
日
（
水
）
・
５
日
（
木
）
伊
丹
駐

屯
地
に
お
い
て
、
方
面
隊
衛
生
科
集
合
訓

練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
期
間
及
び
規
模

を
縮
小
し
て
実
施
さ
れ
た
。

中
部
方
面
衛
生
隊
長
（
岡
部
１
佐
）
は
、

本
訓
練
を
担
任
し
、
救
命
ド
ク
ト
リ
ン
の

実
現
に
向
け
、
各
師
・
旅
団
等
の
衛
生
科

隊
員
約
20
名
に
対
し
教
育
を
行
な
っ
た
。

参
加
し
た
各
隊
員
は
、
医
官
に
よ
る
初

期
外
科
治
療
及
び
収
容
所
に
お
け
る
衛
生

科
技
術
に
つ
い
て
、
概
ね
習
得
さ
せ
た
。

方
面
隊
衛
生
科
集
合
訓
練

伊
丹
駐
屯
地

青
野
ヶ
原
・
日
本
原
演
習
場

中
部
方
面
航
空
隊

中
部
方
面
衛
生
隊

人体シミュレータを用いた初期外科治療

総

監

部

隊

視

察

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
２
月
27
日

（
木
）
・
28
日
（
金
）
福
知
山
駐
屯
地
及
び
姫
路
駐
屯
地
、

３
月
５
日
（
木
）
鯖
江
駐
屯
地
及
び
自
衛
隊
福
井
地
方
協

力
本
部
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
総
監
部
隊
視
察
を
実
施
し
た
。

総
監
は
、
各
駐
屯
地
等
に
お
い
て
、
そ
の
現
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
統
率
方
針
及
び
要
望
事
項
を
周
知
し
た
。

巡閲（福知山駐屯地）

懇談（自衛隊福井地方協力本部） 施設巡視（鯖江駐屯地）

隊内巡視（姫路駐屯地）

福
知
山
・
姫
路
・
鯖
江
駐
屯
地

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

操縦競技会

空中機動訓練



第
２
回
上
級
曹
長
集
合
訓
練

２０２０年３月３１日発刊号 中部方面隊広報紙

第３３回全自衛隊バスケットボール大会 伊丹チームが初優勝！

２
月
22
日
（
土
）
か
ら

24
日
（
月
）
、
朝
霞
駐
屯

地
で
実
施
さ
れ
た
「
第
33

回
全
自
衛
隊
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
に
伊
丹

チ
ー
ム
と
し
て
16
名
の
隊

員
が
参
加
し
た
。

今
大
会
は
、
全
国
か
ら

16
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

伊
丹
チ
ー
ム
は
決
勝
ま

で
進
出
、
前
大
会
優
勝
の

宇
都
宮
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、

58
対
51
の
ス
コ
ア
で
初
の

優
勝
を
飾
っ
た
。

総監訓話

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤

陸
将
）
は
、
３
月
２
日
（
月
）
、

３
日
（
火
）
の
２
日
間
、
伊
丹

駐
屯
地
に
お
い
て
、
上
級
曹
長

集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

師
・
旅
団
、
団
、
直
轄
部
隊

等
の
最
先
任
上
級
曹
長
は
、
服

務
に
関
す
る
現
状
、
問
題
点
等

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
、
討
議
、

元
陸
上
自
衛
隊
最
先
任
上
級
曹

長

清
水
氏
に
よ
る
部
外
講
話

等
を
通
じ
て
、
じ
後
の
業
務
の

資
を
得
た
。

総
監
は
、
訓
話
に
お
い
て
、

具
体
的
な
服
務
指
導
、
残
す
べ

き
部
隊
の
伝
統
及
び
正
常
性
バ

イ
ア
ス
へ
の
警
鐘
を
啓
蒙
し
た
。

表敬受け

在
日
米
陸
軍
参
謀
長
来
訪

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
３
月

４
日
（
水
）
伊
丹
駐
屯

地
に
お
い
て
、
在
日
米

陸
軍
参
謀
長
（
ジ
ョ

ン

・

Ｍ

・

ス

パ

イ

ツ
ァ
ー
氏
）
の
総
監
部

来
訪
を
受
け
た
。

総
監
表
敬
時
に
は
、

連
絡
将
校
の
役
割
や
次

年
度
の
共
同
訓
練
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
等
、

相
互
の
認
識
の
共
有
を

図
っ
た
。

伊
丹
駐
屯
地

朝
霞
駐
屯
地

全自衛隊バスケットボール大会を制した伊丹チーム（中方地区チームの優勝は初）

伊丹チーム 参加部隊（駐屯地）

第 ３ ６ 普 通 科 連 隊 （ 伊 丹 ） １１名

中 部 方 面 後 方 支 援 隊 （ 桂 ） １名

第 ８ 高 射 特 科 群 （ 青 野 原 ） １名

中 部 方 面 総 監 部 付 隊 （ 伊 丹 ） １名

陸上自衛隊関西補給処（宇治） １名

伊 丹 駐 屯 地 業 務 隊 （ 伊 丹 ） １名

直
轄
部
隊
表
彰

異
動
部
隊
長
表
彰

直轄部隊表彰

中

部

方

面

隊

（
総
監

野
澤
陸

将
）
は
、
３
月
10

日
（
火
）
、
13
日

（
金
）
優
秀
な
成

果
を
収
め
た
３
個

直
轄
部
隊
（
中
部

方
面
衛
生
隊
、
中

部
方
面
指
揮
所
訓

練
支
援
隊
、
中
部

方
面
音
楽
隊
）
及

び
功
績
の
あ
っ
た

７
名
の
異
動
部
隊

長
に
対
し
、
総
監

よ
り
表
彰
を
行
っ

た
。

ルオン少将による勲功勲章の伝達

勲
功
勲
章
伝
達
式

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
２
月
19

日
（
水
）
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
、
在
日
米
陸
軍
司

令
官

ル
オ
ン
少
将
に
よ
る
総
監
へ
の
表
敬
を
受
け
、

懇
談
、
昼
食
会
等
を
実
施
し
、
日
米
関
係
の
強
化
に

資
し
た
。

こ
の
際
、
総
監
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部

長
の
功
績
と
し
て
、
ル
オ
ン
少
将
か
ら
勲
功
勲
章
の

伝
達
を
受
け
た
。

【
勲
功
勲
章
】

戦
功
章
の
一

つ
で
、
戦
闘
に

お
い
て
功
績
を

挙
げ
た
軍
人
に

対
し
て
米
国
国

防
長
官
よ
り
授

与
さ
れ
る
。

平
時
に
お
い

て
も
、
困
難
な

任
務
に
格
別
の

功
績
を
あ
げ
た

軍
人
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
。

（３）

伊
丹
駐
屯
地



米
子
駐
屯
地
は
、
鳥
取
県
全
域
を
家
族

支
援
担
当
地
域
と
し
て
、
鳥
取
県
自
衛
隊

家
族
会
及
び
鳥
取
県
隊
友
会
と
連
携
し
、

災
害
時
に
お
け
る
隊
員
家
族
の
安
否
確
認

態
勢
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
、
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー

訓
練
と
併
せ
て
、
家
族
会
が
家
族
支
援
を

希
望
す
る
隊
員
25
名
中
14
名
の
隊
員
家
族

に
対
し
、
自
宅
訪
問
及
び
電
話
連
絡
に
よ

り
安
否
確
認
訓
練
を
実
施
し
て
、
そ
の
実

績
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

平
成
30
年
か
ら
隊
友
会
と
も
連
携
を
開

始
し
、
家
族
会
・
隊
友
会
・
自
衛
隊
に
よ

る
三
者
会
同
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
今
年
度
か
ら
は
、
業
務
隊
長
も

三
者
会
同
に
参
加
し
て
、
よ
り
密
接
な
意

思
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
月
26
日
（
水
）
に
は
両
会
長
及
び
駐

屯
地
司
令
の
間
で
「
鳥
取
県
に
所
在
す
る

隊
員
家
族
の
支
援
に
対
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
大
規
模
災
害
時
に
業
務
隊
厚
生
班

事
務
室
を
拠
点
と
し
た
「
家
族
支
援
セ
ン

タ
ー
」
も
開
設
・
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、

三
者
の
安
否
確
認
調
整
が
よ
り
容
易
な
体

制
に
な
り
ま
し
た
。

米
子
駐
屯
地
は
、
今
後
も
家
族
会
及
び

隊
友
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
鳥

取
県
に
お
け
る
盤
石
な
家
族
支
援
態
勢
を

築
き
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信（連載：第４０回） 米子駐屯地業務隊

中
部
方
面
航
空
野
整
備
隊
整
備
隊
長
を
拝

命
し
て
約
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
折
り
、
こ
の
寄
稿
の
機
会
を
頂
け
ま
し
た

こ
と
を
光
栄
と
し
、
こ
の
場
を
借
り
て
部
隊

長
と
し
て
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
の
要
望
事
項
は
２
つ
「
何
の
た
め
か
考

え
よ
」
と
「
誰
か
の
た
め
に
行
動
せ
よ
」
で

す
。
昨
今
の
航
空
科
部
隊
の
状
況
は
、
航
空

機
の
少
数
多
機
種
化
に
伴
い
人
事
管
理
が
複

雑
に
な
る
と
と
も
に
、
在
籍
航
空
機
数
の
激

減
と
飛
行
時
間
の
制
限
等
に
加
え
、
新
機
種

導
入
を
含
む
部
隊
の
新
改
編
へ
の
対
応
等
、

様
々
な
課
題
に
よ
っ
て
厳
し
い
状
態
が
継
続

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
飛
行
部
隊
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
た
め
に
は
、
各
隊
員
が

任
務
の
目
的
・
目
標
を
正
し
く
理
解
し
、
自

ら
考
え
判
断
し
て
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
際
、
支
援
部
隊
で
あ
る
我
々
航
空
野

整
備
隊
は
、
行
動
の
根
源
を
“
我
”
に
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
俗
に
い
う
自
己

中
で
は
真
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

文
字
数
の
都
合
上
や
や
説
明
不
足
の
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
考
え
の
下
、
こ

の
要
望
事
項
を
掲
げ
ま
し
た
。
任
務
完
遂
の

た
め
、
引
き
続
き
矜
持
を
も
っ
た
隊
員
及
び

部
隊
を
育
成
す
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

中部方面航空野整備隊
整備隊長

（八尾駐屯地）
３佐 高久 哲

三
軒
屋
駐
屯
地
と
い
え
ば
、

皆
様
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
・
・
・

『
や
っ
ぱ
り
三
軒
屋
っ
て

言
っ
た
ら
、
給
食
が
美
味
し

い
よ
ね
。
』
と
多
く
の
隊
員

に
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
夢
見
て
、
日
々
、
試

行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
「
ば
ら
寿
司
」

で
す
。
三
軒
屋
駐
屯
地
が
所
在
す
る
岡
山

県
の
郷
土
料
理
で
、
酢
飯
の
上
に
は
魚
や

野
菜
な
ど
の
色
々
な
具
材
が
の
っ
た
贅
沢

な
料
理
で
す
。
そ
ん
な
一
品
を
三
軒
屋
駐

屯
地
の
給
食
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
使
う
食
材
は
そ
の
時
々
で
変
化
さ
せ

て
い
て
、
最
近
で
は
岡
山
特
産
品
の
「
ま

ま
か
り
」
や
「
あ
な
ご
」
を
使
い
、
郷
土

色
豊
か
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

他
に
も
紹
介
し
た
い
メ
ニ
ュ
ー
は
た
く

さ
ん
。
「
楽
し
み
」
で
「
美
味
し
い
」
給

食
で
あ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
さ
ら

に
日
々
の
給
食
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

隊
員
に
食
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
三
軒
屋
駐
屯
地
の
給
食
を
是
非

一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

第１０師団司令部付隊
（守山駐屯地）

３曹 林 加奈子

草津温泉で旦那様と

締結式

ばら寿司

「
要
望
事
項
」

「三軒屋駐屯地」

私
は
、
現
在
第
10
師
団
司
令
部
付
隊
管
理
小

隊
に
配
置
さ
れ
、
補
給
係
陸
曹
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

家
族
構
成
は
、
自
衛
官
の
夫
と
２
人
で
す
。

夫
は
、
他
駐
屯
地
で
勤
務
し
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
予
定
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
が
、
余
暇
を
利
用
し
旅
行
へ
出
か
け
る
な
ど
、

楽
し
い
時
間
を
過
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
、
陸
曹
に
昇
任
し
、
約
２
年

が
経
ち
ま
す
。
そ
の
間
、
営
内
班
長
、
健
康
係

そ
し
て
司
会
者
業
務
な
ど
、
様
々
な
勤
務
や
支

援
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
司
会
者
と
し
て
の
支
援
業
務
は
、

陸
士
の
頃
に
師
団
の
司
会
業
務
従
事
者
集
合
訓

練
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
経
験
を
積

み
上
げ
て
い
ま
す
。

人
前
で
の
話
し
方
や
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
を

学
び
、
ま
た
、
実
際
に
定
期
演
奏
会
や
記
念
行

事
で
の
司
会
業
務
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
自
衛
官
と
し
て
も
、
社
会
人

と
し
て
も
、
ま
た
、
恒
常
業
務
で
も
活
か
す
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
私
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
経
験
を
活
か
し
、
後
輩
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
や
周
り
の
方
々
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
私
ら
し
く
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２０２０年３月３１日発刊号 中部方面隊広報紙 （４）


